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はじめに 

 

小康状態にあった地方銀行再編の動きが再び活発化している。2021年 1 月に新潟県で第四北越

銀行が発足したのを皮切りに、5 月には三重県で三十三銀行が発足。10 月には福井銀行が同一県

内の福邦銀行を子会社化、12 月には、東海地区の中京銀行と愛知銀行が経営統合に向け基本合意

したことを発表していた。 

新型コロナウイルス禍で中小企業が疲弊するなか、経営再建や事業承継、取引先の新規開拓な

ど、経営のさまざまな場面で地域金融機関に求められる役割が増している。金利競争が長らく続

くなか、金利以外の魅力を高める金融機関がさまざまな課題解決を行うことで支持を得る方向へ

かじを切っている。今後、メインバンクシェアに変化が起きる可能性がある。 

 

帝国データバンク和歌山支店では、2021年 12月末時点の企業概要ファイル「COSMOS２」に収録され

ている和歌山県内の企業（12,551 社）がメインバンクと認識している金融機関について抽出し、集計した。

なお、調査対象は全業種全法人で、個人経営も含む。同調査は 2021年 1月に続き 6回目。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別企画 : 和歌山県内企業メインバンク調査 

紀陽銀行が全地域、全業種でシェアトップ 
～第２位はきのくに信金、上位２行でシェア８割～ 

調査結果（要旨） 

1.和歌山県内の企業がメインバンクとする金融機関のトップは「紀陽銀行」で、全体の 63.7％

を占めた。2位に「きのくに信金」（16.7％）が続き、上位 2行でシェア 8割を占める 

 

2.地域別では、いずれの地域でも「紀陽銀行」がトップで、「きのくに信金」がこれに続いた。

「紀陽銀行」のシェアは「紀北エリア（和歌山市除く）」（65.9％）で最高。地域密着型の

信用金庫、農協に加え、「ゆうちょ銀行」なども存在感示す 

 

3.業種別では、主要 8業種全てで「紀陽銀行」がトップ、「きのくに信金」がこれに続いた。

「紀陽銀行」のシェアは「サービス」（67.5％）で最も高い 

※ 本調査は「COSMOS2」に収録されている企業のデータであるため、各金融機関がメインとして取引している実数とは異

なる。また、一企業に複数のメインがあるケースでは、企業が最上位として認識している金融機関を集計した 
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1.県内ランキング～紀陽銀行が 63.7％でトップ～ 
 

和歌山県内の企業がメインバンクとする金融機関は、「紀陽銀行」（和歌山市）が 7,992 社

（前回調査比 45 社減）、構成比 63.7％（同 0.1 ポイント減）で社数は 8000 社を割ったもの

の、前回調査に続き２位以下に大差をつけて首位をキープした。２位は「きのくに信金」（和

歌山市）で 2,102社（前回調査比 11社増）、構成比 16.7％（同 0.1ポイント増）。上位２行の

合計は 80.4％（同横ばい）で前年同様に８割以上のシェアを維持した。 

県内に本店を置く金融機関では、「新宮信金」（230社、構成比 1.8％）が、前回調査比 8社

減少し、順位を 6位から 7位に落とした。11 位には「紀南農協」（68社、0.5％）が続いた。  

県外に本店を置く金融機関をみると、「南都銀行」（奈良市、367社、2.9％）が 4位に、2021

年に「三重銀行」と「第三銀行」が合併して発足した「三十三銀行1」（三重県四日市市、234

社、1.9％）が 6位に入っている。メガバンクでは、3位の「三菱ＵＦＪ銀行」（406社、3.2％）、

5位の「三井住友銀行」（302社、2.4％）、10位の「みずほ銀行」（82社、0.7％）は順位の変

動はなかった。「商工中金」（96社、0.8％）は 9位から 8位に順位を上げた。 

 

 

 

 

 
1 前回調査時は合併前であったため順位は不記載 

メインバンク 社数上位 20行 

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 （1） 紀陽 7,992 63.7%

2 （2） きのくに信金 2,102 16.7%

3 （3） 三菱ＵＦＪ 406 3.2%

4 （4） 南都 367 2.9%

5 （5） 三井住友 302 2.4%

6 － 三十三 234 1.9%

7 （6） 新宮信金 230 1.8%

8 （9） 商工中金 96 0.8%

9 （8） りそな 91 0.7%

10 （10） みずほ 82 0.7%

11 （11） 紀南農協 68 0.5%

12 （13） 池田泉州 64 0.5%

13 （12） 関西みらい 61 0.5%

14 （16） ゆうちょ 51 0.4%

15 （14） ありだ農協 50 0.4%

16 （15） 紀州農協 49 0.4%

17 （17） 紀北川上農協 37 0.3%

18 （18） 百五 28 0.2%

19 （19） みくまの農協 22 0.2%
（22） 和歌山県信連 19 0.2%
（19） ながみね農協 19 0.2%
（19） なぎさ信漁連 19 0.2%
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【和歌山市】 【紀北エリア（和歌山市除く）】 

【紀南エリア】 【紀中エリア】 

2.地域別ランキング  

 

地域別2では、全地域で「紀陽銀行」が 1位、「きのくに信金」が 2位となり、上位 2行の強さが

際立っている。「紀陽銀行」のシェアは「紀北エリア（和歌山市除く）」（65.9％）で最高となった。

また、全地域において上位の顔ぶれに変動はなく、メインバンクの構成に大きな変化は見られな

い。 

3位以下では、各地域で異なる結果が見られた。「和歌山市」では、3位から 6位までを大手 4行

が占め、一定の存在感を示している。「紀北エリア（和歌山市除く）」では、奈良を基盤とする「南

都銀行」が 3位を維持。「紀中エリア」では 3位に「ありだ農協」、4位に「紀州農協」と地元農協

がランクイン。「紀南エリア」においては、当エリアを地盤とする「新宮信金」が 3位に、「紀南農

協」が 6位に入っている。また 4位には三重県四日市市に本店を置く「三十三銀行」が入った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 エリアの区分は次のとおり 

紀北エリア＝海南市、海草郡、紀の川市、岩出市、橋本市、伊都郡 

紀中エリア＝有田市、有田郡、御坊市、日高郡 

紀南エリア＝田辺市、新宮市、西牟婁郡、東牟婁郡 

地域別メインバンク社数上位行 

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 3,181 64.5%

2 (2) きのくに信金 776 15.7%

3 (3) 三井住友 254 5.2%

4 (4) 三菱ＵＦＪ 207 4.2%

5 (5) りそな 75 1.5%

6 (6) みずほ 69 1.4%

7 (7) 商工中金 67 1.4%

8 － 三十三 58 1.2%
(9) 池田泉州 49 1.0%

(10) 南都 49 1.0%
9

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1)  紀陽 1,888 65.9%

2 (2)  きのくに信金 379 13.2%

3 (3)  南都 316 11.0%

4 (4)  三菱ＵＦＪ 57 2.0%

5 (5)  紀北川上農協 37 1.3%

6 (6)  三井住友 36 1.3%

7 (7)  関西みらい 24 0.8%

8 (8)  ながみね農協 19 0.7%

9 (9)  商工中金 18 0.6%

10 (10)  紀の里農協 17 0.6%

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 1,370 63.0%

2 (2) きのくに信金 630 29.0%

3 (3) ありだ農協 50 2.3%

4 (4) 紀州農協 44 2.0%

5 ゆうちょ 14 0.6%

6 三菱ＵＦＪ 12 0.6%

7 商工中金 8 0.4%

8 三井住友 7 0.3%

近畿産業信組 5 0.2%

なぎさ信漁連 5 0.2%
9 (9)

(7)

(5)

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 1,553 60.2%

2 (2) きのくに信金 317 12.3%

3 (3) 新宮信金 230 8.9%

4 － 三十三 171 6.6%

5 (5) 三菱ＵＦＪ 130 5.0%

6 (6) 紀南農協 66 2.6%

7 (7) 百五 28 1.1%

8 (8) みくまの農協 22 0.9%

9 (9) ゆうちょ 11 0.4%

10 (10) なぎさ信漁連 6 0.2%
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【建設】 【製造】 

【卸売】 

【運輸・通信】 【不動産】 

【小売】 

3. 業種別ランキング 

 

主要 8業種（「建設」「製造」「卸売」「小売」「サービス」「運輸・通信」「農林・水産」「不動産」）

別の上位金融機関は以下の表の通り。「紀陽銀行」が全業種にわたって 5割超のシェアを占めてト

ップとなった。とりわけ「サービス」（67.5％）、「建設」（65.8％）は高いシェアとなっている。 

2位は全業種で「きのくに信金」が占めた。また、「三菱ＵＦＪ銀行」が「製造」「卸売」「小売」

「不動産」で３位に、「南都銀行」も「建設」「製造」「運輸・通信」で 3位となった。「三井住友銀

行」は「サービス」で 3位を維持した。 

県内の金融機関では、「新宮信金」が「建設」「小売」で 5 位、「サービス」で 6 位、「卸売」で

7 位にランクイン。県外に本店を置く地方銀行では、「南都銀行」、「三十三銀行」が 6 業種でラン

クインしている。 

 

 

 

 

 

  

 

主要 8業種別メインバンク社数上位行 

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 2,829 65.8%

2 (2) きのくに信金 837 19.5%

3 (3) 南都 107 2.5%

4 － 三十三 89 2.1%

5 (5) 新宮信金 80 1.9%

6 (6) 三菱ＵＦＪ 72 1.7%

7 (7) 三井住友 55 1.3%

8 (8) 紀南農協 34 0.8%

9 (9) ありだ農協 29 0.7%

10 (10) 関西みらい 27 0.6%

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 854 59.6%

2 (2) きのくに信金 221 15.4%
(4) 三菱ＵＦＪ 79 5.5%
(3) 南都 79 5.5%

5 (5) 三井住友 40 2.8%

6 (6) 商工中金 35 2.4%

7 (7) りそな 24 1.7%
(8) みずほ 22 1.5%
－ 三十三 22 1.5%

10 (11) 池田泉州 13 0.9%

8

3

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 750 62.1%

2 (2) きのくに信金 188 15.6%

3 (3) 三菱ＵＦＪ 66 5.5%

4 (4) 三井住友 54 4.5%

5 (5) 南都 38 3.1%

6 － 三十三 27 2.2%

7 (7) 新宮信金 26 2.2%

8 (8) りそな 14 1.2%

9 (9) みずほ 13 1.1%

10 池田泉州 10 0.8%

10 商工中金 10 0.8%
(10)

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 950 60.5%

2 (2) きのくに信金 295 18.8%

3 (3) 三菱ＵＦＪ 79 5.0%

4 (4) 南都 58 3.7%

5 (5) 新宮信金 50 3.2%

6 － 三十三 29 1.8%

7 (6) 三井住友 24 1.5%

8 (8) りそな 14 0.9%

9 (9) みずほ 10 0.6%

10 (10) 池田泉州 9 0.6%

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 259 60.0%

2 (2) きのくに信金 72 16.7%

3 南都 20 4.6%

4 三井住友 19 4.4%

5 (5) 商工中金 14 3.2%

(3)

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 317 58.4%

2 (2) きのくに信金 92 16.9%

3 (3) 三菱ＵＦＪ 27 5.0%

4 (4) 三井住友 22 4.1%

5 － 三十三 13 2.4%
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【サービス】 【農林・水産】  

 

 

 

4. まとめ 
 和歌山県下のメインバンクは、前回調査に引き続き地元を基盤とする上位 2 行の金融機関が 8

割超えのシェアを占めた。地域別に見ると、和歌山市ではメガバンク 4 行が 3 位以下で続いてい

るが、その他 3 地域では地域に根付いた信用金庫や農協などの金融機関がランクインしている。 

業種別でみると、全業種で「紀陽銀行」がトップとなっており、特に「サービス」「建設」は 

6割超えの高いシェアを占めた。 

 一方で、和歌山県では少子高齢化や県外への人材の流出などによる地域人口の減少が続いてい

る。さらに、低金利政策の長期化は金融機関の収益向上を困難にさせている。そのようななか、紀

陽銀行は昨年 7 月に市内の各地域に構えていた 6 カ所の法人営業部を 1 カ所に集約させ営業本部

を設立し、さらに 13店舗を移転統合させるなど経営効率化を図ってきた。さらに近隣の大阪府な

どでの新たな営業基盤の確立に向けた店舗施策を進めており、大阪府メインバンク調査では 10位

にランクインするなど県外での攻勢が結果として表れてきている。 

和歌山県下の地域金融機関はこれまで築いてきた県内における地元企業からの信頼維持に加え、

事業承継やＭ＆Ａなどのコンサルティング支援、Ｕターン就職の後押し支援などを行い、現状の

経営課題に寄り添うことで企業が安定的に持続成長できる環境づくりに取り組む必要があるだろ

う。 
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当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。 

著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 

【内容に関する問い合わせ先】  

株式会社帝国データバンク 和歌山支店 担当: 馬場 基史 

TEL 073-433-3128  FAX 073-422-6190 

 

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1) 紀陽 1,938 67.5%

2 (2) きのくに信金 372 13.0%

3 (3) 三井住友 84 2.9%

4 (4) 三菱ＵＦＪ 68 2.4%

5 (5) 南都 54 1.9%

6 (6) 新宮信金 44 1.5%

7 － 三十三 41 1.4%

8 (8) ゆうちょ 33 1.1%

9 (9) 紀南農協 20 0.7%

10 (10) なぎさ信漁連 18 0.6%

順位 前回順位 金融機関名 社数 構成比
1 (1)  紀陽 53 55.8%

2 (2)  きのくに信金 13 13.7%

3 (3)  紀南農協 5 5.3%
(4)  紀北川上農協 4 4.2%

 紀州農協 4 4.2%

5  紀の里農協 3 3.2%

4
(5)


